













































































































図 1 アクション・リサーチの展開モデル 
Eliot(1991)による“レヴィンのアクション・リサーチ・モデル改訂版”(p.71)に基づき筆者が作成 
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リサーチのための実践コミュニティ(以下，Co-PARE: Communities of Practice for Action Research in 
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 2011 年度，Co-PARE では全 4 回の授業参観-授業研究会を実施した(表 1)。第 1・2 回は 2011 年 6
月 3 日(金)に福井大学教育地域科学部附属中学校(以下，福大附属中と表記)で開催された教育研究集
会の授業参観を行った。メンバーの多くが参観した国語科の高橋和代先生と社会科の森田史生先生
の授業を研究会での検討授業とし，それぞれ 7月 9日と 8月 17日に授業研究会を行った。第 3回は
2011年 10月 28日に開催された福井市至民中学校(以下，至民中と表記)の公開研究会における英語科
の鈴木三千弥先生と社会科の中谷忠裕先生の授業参観を行い，12 月 3 日に授業研究会を行った。第
4回は 2011年 12月 2日に開催された福井大学教育地域科学部附属小学校(以下，福大附属小と表記)
で開催された教育研究集会の授業参観を行い，生活科の浅野尚美先生の授業を研究会での検討授業









表１ 2011 年度の Co-PARE の活動 
 授業参観 授業研究会 
第 1 回 福大附属中教育研究集会(6/3) 
公開授業の参観 
福大附属中・高橋先生(国語科)授業研究会(7/9) 
第 2 回 福大附属中・森田先生(社会科)授業研究会(8/17) 













第 1 回 Co-PARE 授業研究会 福大附属中第 46 回教育研究集会 
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公開授業Ⅰ 国語科(3 年生) 授業者：高橋和代先生 
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吉田くん：浅井くん。 











     発言への感謝：ありがとう  





























































表３ 福大附属中第 46 回教育研究集会・国語科の参観記録①授業事例の解釈的分析 
生徒の挑戦を支える教師のケア，生徒のケア 




























田くんが「ベスト 1を決める」と説明したのにも関わらず，横山くんは 2回，2つの報告をベスト 1に
選んだ。この選択理由は，彼の発話「悪いと思って」から推察されるように，クラスメイトへのケアを
起源とする罪悪感に由来していた。つまり，1票差で敗れてしまうクラスメイトの気持ちを推し量った
からこそ，横山くんは罪悪感の生起を予感したのであり，その予感に基づいて 2 つの報告をベスト 1
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図３ 授業におけるケアリングの 3 位相
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 また，授業終盤の国研ベスト 1 を選ぶ場面で，矢部くんは自分にとっての“国研ベスト 1”を真剣に
選ぶ。ここでは，隣の山田くんの作品がベスト 1候補として選出されていたことから，矢部くんは山
??????　　Vol. 5
Department of Professional Development of Teachers /Graduate School f Education / University of Fukui     275
田くんに“B(山田くんの作品)，良くない？”と言い，山田くんの作品をベスト 1にしようと考えていた。
しかし，山田くんは矢部くんの意見に“いや・・・と照れたように否定”し難色を示したという。そし
て，山田くんは“I” と言い，別の作品をベスト 1 として挙げた。山田くんの応答を受け，矢部くんは
研究 Iを含め，もう一度，全ての国研を概観するが，“えー！何で選べばいいのか分かんない」とつぶ
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